
最優秀賞（内閣総理大臣賞）受賞
【小学生部門】◆山口県　

やくそく
宇
う

部
べ

市立川
かわ

上
かみ

小学校　二年

益
ます

田
だ

　幸
ゆき

奈
な

　わたしの二番目の兄は、自へいしょうです。お
しゃべりはできないけど、いつもわらっている和
音兄ちゃんです。
　おふろが大すきです。おふろからあがって、パ
ジャマをきて、おちゃを一口のんで、またおふろ
に入ります。手をぐるぐるまわして、とびはねま
す。まわりの人は、へんな人だなとめいわくそう
です。わたしはなれているけれど、お兄ちゃんは
すこしめだつみたいです。
　わたしが小学校に入学した時、お兄ちゃんは
しょうがいをもつ人の学校にかよっていました。
　「和音兄ちゃんは何のしょうがいなの。」
とわたしが聞くと、母はこたえました。
　「自へいしょうよ。人とのかかわりがにが手な
の。自分でとじるって書くの。一人ぼっちがすき
でくらいかんじかな。」
わたしはすこしおどろいて言いました。
　「そんなわけないやん。お兄ちゃんは一人です
ぐどこかにいっちゃうけど、みんなといることも
大すきだよ。それにいつも楽しそうだもん。ぎゃ
く、ぎゃく、自分でとじていないよあけっぱなし
だよ。」
母はうなづきながら言いました。
　「自へいしょうの名前をつけた人がまちがえた
んかね。」
わたしと母はわらいました。
　和音兄ちゃんが、わたしのおやつをかっ手にぜ
んぶたべた時、わたしは和音兄ちゃんをおこりま
した。すると、一番上のお兄ちゃんにおやつをお
きっぱなしにしたわたしがわるいと、おこられま
した。わたしが、なっとくできずにないていると、
一番上のお兄ちゃんだって、ずっと前に大じなつ
う知ひょうを和音兄ちゃんにハサミでバラバラに
切られてしまったことを話してくれました。つう
知ひょうをかたづけないあなたがわるいと、おや
にしかられて、その時はなっとくできなかったそ
うです。和音兄ちゃんのせいでおこられても、し
かたないと思えるようになりました。自分が先に
気をつければいいだけだからです。
　お父さんは、わたしにはべんきょうしろとうる
さいのに、和音兄ちゃんには言わないところは、

なんかずるいと思います。お兄ちゃんの学校はと
きどきジョイフルでハンバーグをたのんでたべる
じゅぎょうがあるそうです。うらやましいとおも
います。でも和音兄ちゃんを見ていて、いつも思
うのは、大へんそうだなということです。お兄ちゃ
んは、自分のやってほしいことも、こまっている
ことも、上手につたえられません。赤ちゃんのな
き声がにが手で、わたしも小さい時にいっぱいこ
まらせたそうです。ラーメンは「うまかっちゃん」
ときまっています。みそもしょうゆもほかのとん
こつも、なっとくしません。トイレに行きたいと
言えないので、はじめて行くばしょはソワソワし
ていないかかぞくみんなで気にしています。スー
パーではぐれたら、わたしがさがしに行きます。
チョコレートコーナーかバームクーヘンコーナー
の前でよく見つけます。とつぜんキーキーと大ご
えをだしてあばれることがあります。でもそうい
う時は、何かりゆうがあるので、母とそれを考え
ます。お兄ちゃんも大へんそうだけど、わたしも
つかれます。そんな時に母が話してくれました。
　「和音兄ちゃんはね。生まれてくる前に、かみ
さまとお話したの。つぎの人生は、思いどおりに
ならないことが多いよ。ごかいされることもある
よ。たすけてもらうことばかりだよ。でもきみな
らやれると思うよ。どうするってね。そしたらお
兄ちゃんはね、やってみますってこたえたんだよ。
あとね、うるさい妹もいるけどねって、言われた
んだよ。」
そういえば母は、
　「もうかみさまわーくんは」
と言いながら、お兄ちゃんのかたづけをしていま
した。かみさまならしかたがないと、わたしはし
ぶしぶてつだうようになりました。わたしと姉が
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けんかをすると、母は言いました。
　「わーくんは、生まれて今まで一ども人のわる
口をいったことがないの。そしてこれからもずっ
とね。」
お兄ちゃんにはおそわることがいっぱいです。で
もわたしは、すぐにわすれてよけいなことをいっ
てしまいます。
　わたしは、かみさまとどんなやくそくをして生
まれてきたのかな。

【中学生部門】◆大阪府
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　私の妹は殺されてもいいのでしょうか？
　二○一六年七月二十六日、最悪な事件が起こっ
た。神奈川県相模原市にある障がい者施設で、元
職員により、入居していた障がい者が十九人殺さ
れたのです。犯人は、事件の少し前、衆議院議長
に、障がい者を殺すことを正当化させる手紙を送
りました。手紙には「保護者の疲れ切った表情、
施設で働いている職員の生気の欠けた瞳。障害者
は不幸を作ることしかできません。障害者を殺す
ことは不幸を最大まで抑えることができます。」
と書かれてありました。この事件があった後、ツ
イッターなどでは、「犯人、よくやった！」と言
う人達が何人もいたそうです。
　私の妹が殺されたら、みんなは幸せになります
か？
　私の妹は障がい児です。妹はうまれつき、知的

障がいと脳性麻痺を持っていて、今は小学校の支
援クラスに通っています。家族に障がい児がいる、
ということは、すごく大変なことです。妹は十歳
ですが、二歳程度の能力しかなく、普通の子が普
通にできることができません。なので、なにをす
るにしても手伝わないといけません。もし妹が普
通の子だったらどれだけ楽だろうと思わない日は
ありません。
　でも、大変だと思うこと以上に、喜びの方が大
きいです。妹が笑っていることが嬉しい。妹の成
長が嬉しい。妹は、かけがえのない大切な存在で、
私達家族の宝であり、誇りです。
　しかし、そんな私の妹は殺されるべきだと思う
人がいる。障がい者がいたら不幸だと、決め付け
る人がいる。妹が「不幸しか作ることのできない
存在だ」と、誰が決めていいのだろうか。私は妹
に、これ以上ないくらいの幸せをもらっています。
妹がいない人生なんて想像できません。
　では、なぜ、障がい者は殺されるべきだと思う
人がいるのでしょうか。
　私は、みんなが、障がいのある人達のことを全
然知らないからだと思います。小学生のとき、ク
ラスの男の子が、「がいじ」と言いながら支援ク
ラスの子の真似をしていました。私はすごく
ショックでした。小学生でもそうやって差別する
のに、大人が差別しないはずがないと思いました。
　でも、もし全ての人に私の妹のような障がい者
の家族がいたら、障がい者を差別したり、障がい
者は殺されるべきだと言う人はいなくなると思い
ませんか？家族でなくても、一人でも障がい者の
友達や知り合いがいたら、少しでも障がい者のこ
とを理解していたら、そのようなことを言う人は
必ずいなくなると思います。二度とこのような事
件を起こさないようにするには、一人一人が障が
い者のことを理解する必要があると思います。
　そのためにも、小学校や中学校で、もっと障が
い者と触れる機会を作るべきだと思います。公立
の小学校や中学校には支援クラスがあるので、
もっと交流したらいいと思います。また、支援ク
ラスがない場合は、支援学校と交流するとか、支
援学校の人達や先生に講演会をしてもらったりし
たらいいと思います。
　私は、人は必ず使命を持って生まれてきている
と思います。障がい者が障がいを持って生まれて
きたのは、弱い人がいるということをみんなに伝
えるためで、私たちが健康に生まれてきたのは、
弱い人を守るためだと思います。私達と障がい者
は、障がいがあるかないかが違うだけで、同じ一
人の人間です。全ての人間で助け合って生きるこ
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と、それが、全ての人間が持つ使命だと思います。
　私はこれからも、一人の人間として、そして障
がい児の姉として、たくさんの人に障がい者のこ
とを伝えていきます。そして必ず、大切な妹のこ
とを最後まで絶対に守り抜きます。

【高校生・一般部門】◆鳥取県
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　私は、63歳の障がい者です。障害名は、脳性マ
ヒで、両手両足がマヒのため不自由ですが、首か
ら上は自由に動かすことができるので、口を使っ
て何とかできることを考え、試してみるのですが、
できることはごく限られたもので、結局は暮らし
の中の大半は介助を受け、それに頼ることになる
のです。
　自分のできることで一番重要なのは、ある程度
の準備をしてもらえば食事が自分で取れることで
す。他には、パソコンも操作できますが、マウス
が使えないので、トラックボールを使い、キーボー
ドでの文字の打ち込みも、口にくわえた棒で打ち
込みをします。そして、携帯もスマホに変わりま
したが、そのスマホが困りもので、木の棒では反
応してくれませんから、インターネットで検索し
探して、「長いタッチペン」というものがあり、
それを使って操作をしています。また、電動車イ

スの運転操作も、顎のところでコントローラーを
操作ができるようにしていますが、その他のこと
は口では到底できないことばかりで殆どが介助を
してもらっています。
　そんな私は、障がい者支援施設で生活していま
すが、同じ施設利用者の中で支援員に足を使って
一生懸命何かを訴えている女性がおられます。彼
女の障害も私と同じ脳性マヒで、構音障害で話す
ことが難しく言葉で会話をすることは殆どできま
せん。その為、「意思伝達装置」が必要だとリハ
ビリ担当の訓練士さんが判断され、今年の春に申
請が通り給付が認められました。
　何か月か経って真新しい「意思伝達装置」が届
きました。最近の「意思伝達装置」は、ノート型
のパソコンでソフトを動かすようになっていて、
そのノート型パソコンの画面の下半分に、「あ・か・
さ・た・な…」と横方向に表示され、その行が順
番に点滅していくので、その中の「あ」の行が点
滅したときにボタンを押し選択すると、縦の列の
「あ・い・う・え・お」のどれかを選択できるよ
うに点滅していくのです。その点滅のタイミング
に合わせて、特殊な大きいボタンを押すと、自分
が打ち込みたい文字が選ばれ、画面の上半分の白
い部分に最終的に選択された文字が表示されて、
文章を作ることができるのです。出来上がったそ
の文書を音声で発声させて、相手に聞いてもらい
ながら会話ができ、またその文書をプリンターで
紙に印刷ができるようになっているのです。この
機能を使えば、両手が不自由で文字を書けない彼
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女も、自分の意思を伝えることができるのです。
彼女の両足は手よりも器用に使えるので、足を
使って操作する彼女にとっては、「意思伝達装置」
以上の役割になると思ったのです。
　私も彼女も重度の障がい者なので、年齢的にい
えば教育免除という措置で、義務教育は受けるこ
とができなかった年代だと思います。ですから、
小・中学校で当然の義務教育で学ぶべく勉強が学
べなかったのです。特に生活でよく使う文字も学
べる機会は無かったのですが、運よく私の場合は
「ひらがな」や「カタカナ」だけは、明治生まれ
の祖母が教えてくれて何とか覚えることができま
した。漢字は模型と相撲にとても興味があり、テ
レビの相撲中継で、ファンだった力士の四股名を
覚えるのにアナウンサーが読み上げるのを聞き、
それを覚えました。そしてもう一つは、模型の戦
車や軍艦・飛行機が好きになり、戦争で使われた
経緯などが専門雑誌の写真とかの横に書いてあ
り、その説明を読みたくて一文字ずつ聞いている
うちに覚えることができました。中でも、一番漢
字を覚えることに活躍してくれたのは「ワープロ」
でした。言葉を知っていれば、その言葉を打ち込
むと自動的に漢字に変換してくれるのですが、初
期の「ワープロ」は文字を打ち込んで熟語ごとに
変換すると意味不明な変換をして、もう一度一文
字ごとに変換しないと、手紙を書いても意味が通
じない手紙になってしまったのを覚えています。
　そして、彼女の場合は、この施設に入所するこ
とが決まってからの短い間に、大急ぎで「ひらが
な」と「カタカナ」を覚えられたそうで、漢字ま
では覚えられなかったと嘆いています。
　「意思伝達装置」が来るまでの彼女は、何か職
員にしてもらいたいことや用事があるときは、足
の指に鉛筆をはさみ、メモ用紙にいっぱいの大き
さの「ひらがな」で訴えたい内容を書いて渡して
いたのですが、足で書いているので、慣れた相手
にしかその文字を読んでもらえず、理解に苦しむ
職員もいたので困っていました。ですから、彼女
が「意思伝達装置」で、「ひらがな」はもちろん
のこと漢字も扱えることが分かると、文書の書き
方や漢字の使い方を教えて欲しいと、真新しくま
だ使い慣れない「意思伝達装置」をさっそく使い、
打ち間違えながらも、隣のテーブルでパソコンを
していた私に「文字を読みたい」とか「文書の書
き方」などを教えて欲しいと訴えて手紙を書いて
きたのです。
　私もその時は、驚き、「こんな私に誰かに文字
や書き方を教えてあげられるような大役が務まる
のか」ということが頭に浮かびましたが、「文字

を読みたい」とか「文書の書き方」などを覚えた
いという気持ちは、私も以前は思っていたことな
ので、彼女の気持ちに共感しました。でも、正直
を言って、一瞬の迷いもあったことは確かでした。
でも、反対の立場であったとしたら、私も同じよ
うに頼み込んだと思うので、快く引き受けること
にしました。その姿を目にした時「本当に文字を
覚えたかった」という一途な気持ちと、素直な気
持ちが伝わってきました。
　快く引き受けたのですが、私にとって初めて教
える方の立場になるので、いったいどのような教
え方をすれば、簡単に覚えてもらえるかをいろい
ろ考え、職員にも知恵を絞ってもらい、ネットで
検索をして、たどり着いたのが、大きく漢字を書
いて（打って）その上の行に小さく「ふりがな」
を入れたものを作るというものでした。離れた場
所から見る為もう少し文字を大きくして欲しい
と、要望があり、大きくしたのですが、一枚の用
紙に印刷できる文字数が減り、同じ文字数だけ作
るのにも何枚もの用紙を使うことになり、それに
壁に貼れる枚数も限られる為、その文字の大きさ
を決めるのに手間取りましたが、私がパソコンの
ある部屋へ行ってみると、その漢字が印刷された
紙をジッと見つめておられる彼女の姿を見かける
ようになりました。
　それからの毎日は、おやつの後の時間帯、彼女
も自分のパソコンに向かって、一生懸命足で文字
を打つのが日課になりつつあります。一番彼女が
したかったことは、買い物でした。自分の欲しい
物がある時は、週に３回ある「買い物代行」とい
うこの施設での制度があり、その買い物で買って
きて欲しい品物の名前と数量を「ひらがな」だけ
で、打っていて、間違えると私を言葉にならない
声で呼び、半分出来上がった文書の直し方や「、」
の付くところを教えて欲しいとばかりに呼ばれる
ので後ろに回って、彼女の肩越しに画面を見なが
ら教えてあげています。
　私のような重度の障がい者は、普段から介助を
受けての生活なので、他人に頼ってばかりの生活
に慣れてしまい、他人から頼られるとか、信頼さ
れることが殆どない生活ですので、こんなに信頼
され、頼られるということは、私にとって、とて
も嬉しく思えることです。
　ですから、これからもより一層、他人から信頼
されて、なんにでも頼られる人間になり、精神的
にもっと成長をしていきたいと思っています。
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優秀賞（内閣府特命担当大臣賞）受賞
【小学生部門】◆大阪市
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　ぼくは、二年生の時にいじめられてPTSDにな
り、それ以来学校に行けなくなりました。周りに
配りょしてもらったり、支援してもらったり、理
解してもらわなければ、ふつうに生活が出来なく
なるなんて思ってもみないことでした。いつ、だ
れが障がいを持っても、おかしくないという事を
知りました。
　学校に行けなくなった三年目の日、ぼくは夢か
現実かわからなくなって、気づいたら家の二階の
ベランダから飛び降りて救急車で運ばれました。
いじめられた経験から、子供が怖いぼくは、入院
生活を上手くやっていけるか心配だったけど、入
院先で知り合った友達は、みんな違う理由で入院
しているのに、自然と仲良くなって楽しい毎日を
過ごす事ができました。みんなPTSDの事は知ら
ないしぼくも友達の病気の事は詳しく知らない
し、友達の中にはもともと障がいを持って生まれ
てきた子もいれば事故でそうなってしまった子も
いました。ぼくたちにとっては、たまたま、友達
に障がいがあったというだけで、みんながんばっ
ているという風にしか思いませんでした。みんな、
思うようにいかない事もあるので、違う理由でイ
ライラすることもあったけど、なんだかその気持
ちが自然と理解できて、そっとしてあげようとい
うふんいきになりました。友達が困っている時は、
心配して、一緒に楽しく過ごせるように力になれ
る事はなんでもしました。障がいについて理解す
るより、その子の気持ちを理解しようと自然にみ
んな動いていました。ぼくも、こうふんしすぎた
り、悪夢を見て毎晩ベッドから落ちたりするので、
同室の友達は、その度、ナースコールを押してく
れました。あまりにも毎日続くので、友達は、ぼ
くのお母さんから理由を聞いて、お母さんがいな
い時には、看護師さんに理由を伝えてくれたりも
しました。いじめられた時の話も自然と出来たし、
苦しい事も話したりもしました。人がつらい気持
ちを話している時は、だれもわかったふりはしな
かったし、理解しようと耳を傾けていました。お
母さんから後で聞いた話ですが、ぼくを集中治療
室から小児科病棟にうつす時いじめられてPTSD
になって、学校に長い間行けていない事やぼくの

抱えている問題を看護師さん達は理解し、足の骨
折の治りょうだけでなく、この入院生活がぼくに
とって成功体験になるように、どの子と同室にす
べきか等、いろいろ考えてくれたそうで、おかげ
で、ぼくは、自分の事を受け入れてくれる子がい
る事を知り、自信がつきました。
　ぼくは、学校に復学する事も病気を治す事もあ
きらめていません。ぼくが学校に行くという事は、
配りょや支えんが必要なので、周囲にぼくの事を
理解してもらわないといけませんが、くじけずに
頑張ろうと思います。入院中はその子だけを見て
いたので、その子の病気や障がいなんて全く気に
もならなかったけど、ぼくも友達も退院すれば、
周囲に配りょをしてもらって、支援をしてもらい
ながら生活をしていく事になります。障がいや病
気ばかりを見て、心ない事を言う人もいるかもし
れません。ぼくだけでなく、友達もみんな社会の
中で、自分の障がいや病気を受け入れて、頑張っ
ているんだと思うとぼくも負けていられないと
思っています。学校でも、入院中と同じように、
病気や障がいは関係なくまず、その子自身を好き
になって、大事に想って、一緒の時間をどうすれ
ば楽しく過ごせるのかを考えて、どうにもならな
い時は、周りの大人に頼って、安心して過ごせた
らいいのになと思いました。障がいや病気なんて
関係なく、共に生きていける世の中になるために、
ぼくもがんばっていきたいと思いました。

【小学生部門】◆千葉市
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　あの夏忘れられない出会いをしました。一年程
前、家族で旅行に行った京都でわがしの手作り体
験をしました。甘い物も何かを作ることも大好き
な私は、その日をとても楽しみにしていました。
　いよいよ待ちに待った当日。
　お店へ入ると、まず目に入ったショーケースの
中のわがし。そこには、明るいひざしにてらされ
て、かがやく色とりどりのわがしがたくさんなら
んでいました。ママとケーキ屋さんへはよく行っ
たけど、わがし屋さんにはほとんど行ったことの
ない私は、わがしのきれいさに目がはなれなかっ
たのをおぼえています。あじさいやあさがお、き
きょうなどいろんなしゅるいの花の形をしたわが
しをながめているとおくからお姉さんが出てきま
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した。私にわがし作りを教えてくれるお姉さんは、
笑顔のやさしい方でした。調理場へ行き、用意さ
れたいくつかのあんこを手の平で丸くし、別のあ
んこでまたそのあんこを包んでいきます。その後、
小さい木のヘラで花びらを作るようにゆっくりと
ほっていきます。細かい作業に苦せんしていると、
横でお手本を作りながら教えてくれていたお姉さ
んが手をそえて一緒に形を整えてくれました。花
びらが完成してうれしく思っていた時、お姉さん
の手に目がとまりました。きように花びらを作っ
ているその手は指が少なかったのです。私の視線
に気づいたお姉さんは、静かに笑って、
　「小さい時事故でね。他の指もあまり曲げたり
できないの。」
と言いました。こんな事聞いたらいけないと頭で
分かっているのに、思わず私は
　「それなのにどうして手を使う仕事をえらんだ
の？」
と聞いてしまいました。でもその質問にお姉さん
は、真っすぐ私の目を見て
　「わがしが好きだからだよ。手の事を理由にし
てあきらめたくなかったから。お姉さんの手は右
手にハンデがあるけど、その分左手ががんばりや
さんだから大丈夫なの。」
と言いました。
　その言葉にドキッとしました。今まで私は辛い
事があると、まずあきらめることを考えていまし
た。にげる理由を見つけようとしていました。そ
れは、あきらめる事ががんばるより楽だから。
　「何で私だけがこんな思いをしなくちゃいけな
いの？」
それしか考えられなかった自分が恥ずかしくなり
ました。
　そうじゃない。私だけじゃない。きっとみんな
何かとたたかっている。立ち止まってもいいんだ。
もし苦しくて前に進む力がなかったら、その場で
足ふみをしてもいいから後ろにさがらないように
ふんばればいいんだ。自分を信じる勇気を持たな
ければ何も変わらない。お姉さんに大切な事を気
づかせてもらったしゅんかんでした。
　完成したわがしは、お姉さんの作ったわがしに
比べると形も少し曲がっていて上手とは言えない
かもしれないけど私はすっきりとした気もちでし
た。それは、作る前の自分にはなかった勇気をも
てたから。
　お姉さんは、しょうがいをのりこえて自分の夢
をかなえました。
　ありのままの自分を受け入れた先に見えるのは
希望だと感じました。

　今日の一歩は私の未来への一歩
　お姉さんからもらった大きな一歩

【小学生部門】◆神戸市
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　「ねえ、おかあさんあそこに耳のない子がいる
よ。かわいそうだね。」
　としょかんで四さいのおとうとが大きなこえで
言った。いえにかえってからおかあさんはぼくた
ちきょうだい三人に図書かんでのできごとについ
てどう思うかを聞いた。よく聞くとおとうとはそ
の子に耳がないのはけがをしたからだと思ったら
しい。けがの時いたかったんじゃないかなとしん
ぱいでかわいそうと思ったみたいだ。五年生のお
にいちゃんはすこし考えてから
　「やっぱりかわいそうな気がする。耳がないと
音が聞こえないかもしれないし、へいこうかんか
くが人とちがっているかもしれない。」
と言った。ぼくもいっぱい考えた。耳がないって
かわいそうなことなのかな。
　ぼくはその子は生まれたときから耳がないのか
もしれないと思った。ぼくの学校にも手のさきが
なかったり、耳が聞こえにくかったり、歩くのが
ゆっくりなともだちがいることを校長先生がちょ
う会ではなしてくれたことがある。校長先生は体
にどんなとくちょうがあって、ぼくたちがどうし
てあげたらその子たちが学校ですごしやすいかを
せつめいしてくれた。校長先生の話をきいてぼく
は元気でふつうにクラスですごしているけど、体
にとくちょうをもった子もみんなといっしょにす
ごしやすいかんきょうをつくりたいと思った。こ
まっていることや手つだってほしいことがないか
聞いてあげればいい。クラスに一人今までのやり
かたでいっしょにあそべないともだちがいたら、
あそびのルールをかえたり新しくくふうをしてな
るべくみんなであそべるようにしたい。
　ぼくはふつうの赤ちゃんより小さく生まれて二
年生になった今も小さいままだ。それにサ行がき
れいに話せなくてことばの教しつに通った。よう
ち園の時ともだちから
　「四月生まれなのになんでそんなに小さいの。」
　「なんでそんなしゃべりかたになるの。」
と言われてしまった。じ分でもじかくがあるから
いやだとは思わなかった。小さく生まれたこと、
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ことばの教しつに行っていることをつたえたらと
もだちも分かったというようにそれい上なにも
言ってこなかった。小さいのがかわいそうと言わ
れるのはいい気がしないけど、ぼくのことをよく
見てきょうみをもって聞いてくれたならうれしい。
　体に人とちがうところがあるとしてもそれはか
わいそうなことではないと思う。でも体のとく
ちょうをりゆうにわらったりなか間はずれをした
らかわいそうなことになる。いっしょにくらせる
かんきょうをつくるために、まずはあい手をよく
見て分からないことはすなおに聞いてみようと思
う。おとうとの図書かんでのことばはあい手をき
ずつけたかもしれない。でもその分ぼくたちきょ
うだいはいっぱい考えた。耳がなくてもその子が
しあわせでいられるかんきょうをみんなでつくれ
ばいい。

【中学生部門】◆鳥取県
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　みなさんは、障がいと聞いてどんな障がいを思
い浮かべますか。一口に障がいといっても、乙武
さんのように四肢欠損など見た目だけで配慮が必
要だと判断できる障がいもあれば、ヘレン・ケラー
さんのように目が見えなかったり、耳が聴こえな
かったりする見た目だけでは判断しづらい障がい
もあります。
　私は後者の障がい者です。小学校一年生の時に
聴力検査において再検査の通知を受け、大学病院
でくわしく検査したところ、私には左耳の聴力が
先天的に備わっていないことが判明しました。私
はその時、どうりで聞きとりにくいことがあるわ
けだと納得したのですが、一緒に来ていた母は先
が見えなくなり、私の将来を案じ、病院からの帰
り道このまま私を連れて海で死のうと本気で思っ
たそうです。今私は生きているのですが、当時私
が母をそこまで追いつめていたのかと思うと、心
苦しくなります。その後私は小学校に入学してす
くすくと育っていくのですが、成長するにつれ、
私は耳のことで思い悩むようになりました。なぜ
かというと、私は左側から音を受けとることがで
きないので、左側から話しかけられても反応を返
せないからです。その反応を返せないことが無視
だと思われてしまい、私は一部の人から嫌われる
ようになりました。そのことが辛くて、どうして

神様は私に障がいを与えたのだろうか、どうして
もっと見てわかりやすく、誤解されない障がいに
してくれなかったのだろうかと毎日毎日考えまし
た。
　それは中学校に入学してからも続きました。私
は中学一年生の時、左側から迫る車に気付けずに
交通事故にあいました。幸い命に関わるものでは
ありませんでしたが、このことでまたいちだんと
自分の耳が嫌いになり、いつしかそれは憎しみに
変わりました。自分のことが嫌でたまらなくなり、
消えたいと何回も願いました。今自分が呼吸して
いることすら罪のように感じ、どうせ聴こえない
なら左耳を切り落としてやりたいとも思いました。
　私がネットでジーン・ドリスコル選手の名言を
見つけたのはそんな時でした。ドリスコル選手は
幼少の頃から車椅子に乗って過ごして、パラリン
ピックで５つの金メダルを獲得した長距離の選手
です。私が見つけた彼の名言はこれです。
　「障がいは障がいではなくて、私の特徴の一つ
になった。」
　私は初めてこの名言を見つけた時、頭をハン
マーで殴られたかのようなショックを受けまし
た。なぜなら、今まで私にとって障がいとはお荷
物でしかなく、障がいが自分の特徴の一つなどと
は一ミリも考えていなかったからです。しかし、
私はこの名言のおかげでとても大切なことに気付
くことができました。それは、私は左耳が聴こえ
ないということもふくめて私だということです。
だからいくら私が自分の障がいを憎んでも、私と
障がいは切っても切れないものなのです。私は障
がいとよりそい生きていくのです。しかしなぜで
しょうか。障がいのある私というのが前よりも嫌
いじゃありません。むしろ、自分の特徴の一つと
して人に堂々と話せるようになりました。
　それはなぜかというと、やっぱり自分の障がい
を受け入れたからだと思います。自分の障がいを
受け入れ堂々としているだけで、私の心はずいぶ
んと軽くなりました。だからもしも今、自分の障
がいをお荷物だと思っている人がいるとしたら私
はこう伝えたいです。
　あなたはその障がいもふくめてあなたなんだ
よ。そしてその障がいは、あなたにしかない大切
な個性。だから障がいをお荷物として憎むのでは
なく、個性として認めて欲しい。そうすることで
きっとあなたは楽になるし、私たちの世界をもっ
ともっと広げていけるのだから。
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【中学生部門】◆茨城県
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　僕はこの夏、両親とカナダに住む友人家族を訪
ねた。バンクーバーとカルガリー、そしてバンフ
という町でロッキー山脈を見に行った。アメリカ
はもちろん、ヨーロッパやアフリカ、アジアの人
たちが集まり、僕は少し、怖いと感じてしまった。
いろいろな人種の人が、いろいろな言葉を話し、
ジェスチャーも大きくて、表情も激しく変わるし、
大声を出す人も多かったからだ。
　しかし、バスに乗ろうとした時に、その印象が
一変したのだ。十人くらいの行列ができていた。
杖をついていた女性が行列の後ろに立っていて、
遠慮しているように見えた。僕はそれに気づいた
けれど、自分の番になったら乗り込もう、運転手
さんに英語で挨拶しなくちゃ…と考えながら待っ
ていただけだった。すると、ガムをクチャクチャ
かんでいた黒人の若い男性が、僕をいきなり後ろ
へ引っぱった。その手には大きな指輪や入れずみ
がありてっきり乱暴なことをされると思ってし
まった。助けて欲しくてまわりを見ると、金髪の
派手な服装の女性や、かなり高齢に見える白人男
性も、僕を引っぱった。驚いていると、バスの入
口の前の人ごみがスッと分かれて、みんなが一番
後ろの女性を支えて、バスのステップに上がれる
ようにしてあげていた。その女性は、何度も「サ
ンキュー」と言って、笑顔でバスに乗り込んだ。
その後に僕も乗り込み、さっき、自分が人を『見
かけ』で判断してしまったことを後悔していた。
そして、バスがなかなか発車しないことを不思議
に思い、奧の方を見回した。
　バスの中は混んでいたが、その女性が進んだ先
が、またスーッと道が開いて、折りたたまれた座
席を、近くの黒人の人や白人の人が女性が座れる
ように準備していた。僕は思わずそれに手を貸し
ていた。その女性がその席に座れるまで、バスは
動かずに待ってから、静かに出発した。
　バスが動き出すと、その、杖をついた女性が僕
に話しかけた。
　「日本では、肩身が狭いのよ。」
　僕が日本人だとわかったようだ。その女性も日
本人だった。
　「日本って急いでる人が多いのかな。私みたい
な者は、迷惑そうな目を向けられて、早くしてよ、

と言われているみたいで。電車やバスに乗るのは
用事の時だけ。旅に出るなら海外の方が逆に気楽。
急かす人も少ないし。」
　僕は恥ずかしい気持ちになった。確かに僕も、
杖をついた人を自然に支えようとか、スマートな
行動はできずにいた。全員乗ったバスは、すぐに
扉を閉めて急な発進をすることに慣れていた。そ
の気持ちが伝わったのか、その女性は、
　「でも、周りの人が助けてくれていた時、手伝っ
てくれたね。」
と、笑ってくれた。少し救われた気がした。
　この初めての海外旅行を通して、僕は、自分自
身もいろいろな偏見を持ってしまっていたことに
気づいた。『この国の人はこんな人』…と、イメー
ジを持ってしまっていた。そして、『国内より海
外の方が旅行しやすい』と思う、障がいを持つ日
本の方がいることにも初めて気づいた。そういえ
ば、この旅行中、高山にも氷河にも滝の近くにも、
たくさんの車いすの方が旅していたことも印象的
だった。
　日本は平和で便利で優しい国だと信じきってい
たので、ショックだった。でも、あの女性が、最
後に、
　「でも、三十年前より、バリアフリーは進んで
いるよ、確実に。」
と、話してくれた。この旅で感じたことや、体験
したことを、いろいろなところで、いろいろな人
に伝えていこう。すぐに大きなことはできなくて
も、伝えていくことで、何かにつながるかも知れ
ないのだ。

【中学生部門】◆広島県
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　金泰九（キムテグ）さん。90才。瀬戸内海の小
島に60年以上暮らしている。そこは岡山県の長島
愛生園という国立（ハンセン病）療養所。私は、
幼い頃から金さんが大好きだ。
　ハンセン病は、かつて “らい” と呼ばれて、厳
しい差別と偏見にさらされた。慢性の感染症で、
主に末梢神経が冒され、知覚マヒなどを引き起こ
す。手足や顔に障がいが見えることなどから、人
びとから嫌われてきた過去がある。現在の日本で
は、完全に克服されている。だから、現在の愛生
園には、ハンセン病患者は一人もいない。かつて
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この病を患った人は回復者と呼ばれ、金さんもそ
の一人だ。
　日本には、1996年まで、「らい予防法」という、
ハンセン病にかかった人たちを愛生園などの人里
離れた療養所に隔離する法律があった。金さんは
1952年に、大阪に妻を残して長島愛生園に強制収
容された。「回春寮という名の収容所で、裸にされ、
身体検査をされたときに、『ああ、これで、妻の
もとへは帰られないなぁ』と思った」と金さんは
私に語った。
　かつて、園内では、比較的病気の軽い人が病気
の重い人の看病をしたり、手足の不自由な仲間の
トイレの世話をしたり、畑仕事をしたり・・・療
養所は病院。にもかかわらず、強制労働があった
ので、知覚マヒを起こした手足を痛め、そこに傷
口をつくって病状が悪化した。「痛い」という感
覚を奪われた手足の傷は、知らぬ間にさらに悪化
し、指が曲がり、切断しなくてはならなくなった
人も多かった。入所者のなかに、そんな人が多い
のは、病気そのものによるものではなく、そのよ
うな理由からであり、後遺障がいに過ぎない。金
さんは、差別に耐えてきたからこそ、私にも誰に
でもやさしく、いつも笑顔だ。そんな金さんも手
足に障がいがある。左手の五指はすべて曲がって
いる。右手の親指と人差し指と中指は切断、薬指
と小指は曲がっている。でも、私は、そんな金さ
んの手が大好きで、会えば、いつもその手をずっ
と握っている。苦労したその手は、強く生きてき
た証に思える。幼い頃、その手で、高々と抱き上
げてもらったことがあるが、とてもうれしかった
ので、いまでもはっきり覚えている。
　私には障がいがある。生まれつき骨の成長が極
端に遅い骨幹端軟骨無形成症。現在、身長90㎝、
体重18㎏。２万人に１人の割合で発症する厚生労
働省の指定難病だ。私は脊椎の側弯を伴う。毎日
３種類の投薬は欠かせない。
　通っている中学校には感謝している。先生方と
全校生徒1200人が私を受け入れてくれた。トイレ
には手すり、公衆電話には踏み台、勉強机は小さ
いサイズにしてもらった。
　ただ１つ、不安なことがある。他の生徒が校舎
内を走ることだ。ちょうど彼らのひざが私の頭に
あたるので、何度か怖い思いをした。教室を出た
途端、ぶつかった。私は突き飛ばされて頭を打っ
た。大事に至らなかったが怖かった。先生も生徒
も急ぐ場合もあるだろう。でも少しだけ周りを気
にしてほしい。
　７月下旬、相模原市の知的障害者施設で起きた
殺人事件。怒り心頭。言語道断。人の命と生きる

権利は、誰も奪うことはできない。
　先日、学校の仲間や先輩たちと一泊二日で金さ
んに会いに行った。金さんは耳も目も衰えている。
動きも遅くなり、言葉も少なくなった。少し悲し
かったが、笑顔は衰えていなかった。私のことも
覚えていてくれて、「（会えて）うれしいよ」と言っ
てくださった。金さんの手を握った。本当に勇気
がわいてきた。
　合宿だったので、男子５人で大きなお風呂に
行った。背中を流し合って、湯船で語り合った。
その嬉しさは最上級だった。なぜなら、気がつい
たら、みんなと同じように、私は普通に生活して
いるからだ。仲間こそ宝だ。
　金さんがくれた人の輪。そして、人と人がつな
がるかけがえのない時間。金さんが私の希望であ
るように、私は、障がいのある人の希望になりた
い。みんなが他者を思いやれば差別や偏見はきっ
となくすことができる。

【高校生・一般部門】◆栃木県
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　何か見たいものが見えたとき、涙が溢れるほど
喜んだことはありますか。今まで見たことがな
かったもの、ずっと見たかったものが見えたとき
の感動を知っていますか。
　私はその感動を三回体験したことがあります。
　一度目は中学三年生の時でした。私は生まれつ
き弱視だったので毎日母が学校の送迎をしてくれ
ていました。その日も母を校門近くで待っていま
した。昼から雨が降っていましたが、昇降口を出
る頃には止んでいました。私は母を待ちながらぼ
んやり空を見上げていました。虹が見たかったか
らです。私は、映像や写真、絵以外で虹を見たこ
とがありませんでした。だから雨上がりはいつも
空を眺めていたけれど、見えたことはありません。
今日も無理かと諦めかけていたとき、私の狭い視
野に虹が入り込んできました。
「虹が見えた！とてもきれい。」
　私は母が来たのも気付かずに虹を見ていまし
た。すごく嬉しかった。母に声をかけられるまで
私はずっと虹を見ていました。自然と笑顔になっ
ていました。
　二度目と三度目は高校一年生になってからでし
た。ある日、従兄弟たちと私の家族で蛍を見に行
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きました。私は蛍も見たことがありませんでした。
光が薄く小さいうえに動き回るので、狭い私の視
野ではなかなかとらえることができないからで
す。きょろきょろしながら探していたら母に「目
の前の茂みに止まっているからよく見てごらん。」
と言われ、少しずつ視線を動かしながら探すと、
淡い光が視界に入ってきました。涙が溢れそうで
した。まわりにはたくさん蛍がいるけどその蛍の
群れは見えません。でも、たった一匹の蛍を見つ
けることができたことは私にとって何よりも嬉し
かったです。帰るときに、やはり初めて蛍を見た
従兄弟が
「蛍、いっぱいいてすごかったね。きれいだった。」
と興奮して話しかけてきました。どのくらいいた
かはわからなかった私は、一匹だけ見た蛍がたく
さんいる様子を想像して従兄弟に
「そうだね。」
と答えました。数は違いますが、同じ蛍を見て「き
れいだったね」と笑い合えました。
「すごいね」「そうだね」
　何気ない会話ですが、それまでの従兄弟と私に
は縁がありませんでした。それを一匹の蛍がつな
いでくれたのです。そのときまた、涙が溢れそう
になりました。
　私は暗いところが見えにくく、夜空には月しか
映りません。そんな私は見てみたいものがありま
した。それは星空です。プラネタリウムでも見る
ことができなかった星。夜空に浮かぶたくさんの
星を見たいと、幼い頃からずっと思っていました。
流星群が見られるという日には空を見上げて流れ
星を探しました。けれどいつも真っ暗な空に見え
るのは月だけでした。
　あるスーパーマーズの日。私は母と外に出て、
火星を探してみました。いつもの通り見えるのは
月だけ。半分諦めながらも母に火星の位置を教え
てもらい探していたら、とても小さな光が真っ暗
な夜空に一つ見えました。母にその光を指さしな
がら「あれって火星？」と聞いてみました。母は
「そうそう。よかったね、星が見れて。」と言い
ました。「うん」と私がうなずいた瞬間に涙が一
筋流れました。他の星は見えなかったけど、ずっ
と見たかった星を見ることができて私はとても幸
せな気持ちになりました。ふと、母が言いました。
「希望は捨てないでね。今、まどかの目で星が見
えたんだから。いつ治療法が見つかるかわからな
いけど、最後まで希望を捨てないで。いつか星いっ
ぱいの夜空が見えることを信じて。」
　私はそのとき、中学二年生の時の友達との約束
を思い出しました。スキー宿泊学習の夜にした他

愛のない約束。
「いつかみんなでスキーしに来て、その夜に星見
ようね。」
　同じ部屋にいた六人が口々に「見ようね」「そ
うだね」と言い、私にも笑いかけてきました。「う
ん」としか言えなかった私。私はこの約束をきっ
と果たせないと諦めていました。だけど火星を見
ることができて、「いつか見たいね。」と、あのと
きのクラスメイトに心の中で語りかけていました。
　これが私が経験した三回の感動です。健常な人
たちには虹や蛍や星が見えるのは当たり前かもし
れません。だからきれいなものを見て感動しても、
見えたことに感動することはあまりないのかもし
れません。私に見える世界と見えない世界は他の
人のそれと違います。それでも、私に見えないも
のを見たいという希望を捨てずにいたいと思いま
す。見たいと思っていたものが見えた嬉しさ。そ
して、その気持ちを誰かと共有できたときの喜び。
それがかけがえのないことだと私は実感していま
す。
　健常な人も含めて、人によって見え方はいろい
ろあるでしょう。だからこそ、自分に見えて相手
に見えないこと、相手に見えて自分に見えないこ
と、お互い見えていること、見えていないことを
共有し、理解し合っていきたい。そうすることが、
一緒に笑い合い、ともに歩んでいく社会を築くさ
さやかな一歩になると信じています。

【高校生・一般部門】◆仙台市
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　ずっと心の奥に引っかかっている忘れられない
出来事があります。
　私の家は老舗のそば屋を営んでいます。私が幼
い頃はコンビニや飲食店も今より普及しておら
ず、とても忙しく従業員さんも十人位いたと思い
ます。その十人の半分は知的障がい者の人で住み
込みで働いていました。今は一人だけになってし
まいましたが、その人ももう二十五年、一緒に暮
らしています。トイレもお風呂も御飯も一緒です。
今の核家族世代の子どもたちは想像もつかないか
もしれません。祖父母、父と母、妹二人、そして
従業員さん、核大、大！家族です。生まれた時か
らそんな環境の中で育ったので違和感や嫌悪感は
感じたことはありませんでした。
　私や妹の面倒を見てくれていたのは知的障がい
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を持つ従業員の方たちでした。こんな言い方は失
礼かもしれませんが、他の従業員の人と同じ様に
働くことは難しく、洗い場や掃除の他に父母にか
わり私達姉妹に御飯を食べさせてくれて、オムツ
も替えてお風呂にも入れてくれました。オンブを
して公園に連れて行くことも日課だったと聞きま
した。絵が得意な人はよくロボットやアニメの絵
を描いてくれたのを今でもはっきり覚えています。
　障がいのある人とない人が支え合う共生社会、
という言葉をよく耳にします。私が幼かったあの
頃、祖父母も父母も周りの誰もが共生社会という
ことを考えていた訳ではなく、あたり前に、障が
いのあるなしに関わらずお互いを信頼し助け合っ
て生きていたように思います。誰かから信じて頼
りにされることで、やる気や自信がつき頑張って
生きていくことが出来るのだと…父母は本当に心
から信頼して私達姉妹の面倒を見てもらっていた
のだと思います。
　それなのに…自分でもなぜあの時あんな態度を
取ってしまったのか、私の心が弱く醜かったから
でしょうか。
　私が中学二年の時、友達と下校中に遠くの方で
両手を大きく振って、体をピョンピョン跳ねて
「おっかえり～！ヤッホ～！」
と満面の笑みでずっと手を振っている人がいまし
た。お店で働いている知的障がい者の人でした。
ただいま、と手を振り返そうとした時に友達が、
「何あの変な人、知ってる？」
と、その時私は俯いて、全然知らない、と答えて
しまったのです。俯きながら目だけその人を見る
と不思議そうな少し悲しそうな顔で手を振ってい
ました。胸が苦しくて痛くて、自分が恥ずかしく
て、店に帰ってもその人と顔を合わせられずにい
ました。でもその人は忘れているのか何とも思っ
ていないのか、いつも通り笑顔で話しかけてきま
した。普通に接してくれる程に自分のことが嫌で
嫌でたまらなくなりました。生まれた時から一緒
に暮らしてきて家族のように思っていた筈なの
に、友達に変な人と思われた人と一緒に住んでい
ると思われたくなかった、そう思った自分が恥ず
かしくて、折角私を見つけて嬉しくて大きく手を
振ってくれたのに声も掛けずに悲しい気持ちにさ
せてしまった事、ずっと忘れられずに過ごしてき
ました。
　私が大学に入学する頃にその従業員さんも店を
辞めてしまい会うこともなくなりました。それで
も胸の奥にあるあの時の気持ちは忘れたことはあ
りませんでした。
　結婚をして三番目の子を妊娠中、六ヵ月で破水

をしてしまいお医者様から、もし生まれてきても
かなり重い障がいを持つと告げられました。ベッ
トの上で頭に思い浮かんだ事はあの時の罰だ、あ
の時醜い気持ちで無視してしまったからだと。今
思えばその人は私を恨んだり怒ったりしている筈
がないのに、そんな事を考えていました。
　我が子は奇跡的に無事生まれて、左半身の軽い
まひはあるものの元気に中学校に通っています。
障がいがあることで我慢すること、辛いことも
多々ありますがとても心が強く、どんな風に生ま
れてきても今、生きていることが大事なんだよ、
と逆に励まされています。
　母になり、障がいを持つ子の親になり、気づい
たこと、教えられたことが山ほどあります。障が
いがあることで皆に迷惑をかけることを誰よりも
本人が理解していること、だからこそいつもあり
がとう、と感謝の気持ちでいます。そして何事に
も一生懸命です。
　私はこの子が大人になり働きに出ることになっ
た時、住み込みで働きに出せるかと考えてみまし
た。働き口の方を心から信じていたとしても心配
で手離せないかもしれません。逆に自分の子ども
を、それも乳幼児や幼少の子を、障がいのある人
に預けられるだろうか、信じて公園に行かせられ
るだろうか、無理かもしれません。自分の心の小
ささに嫌気がします。障がいのあるなしに関わら
ず、人間が共に生きていくことには何よりも「信
頼」が一番なのだと今更ながら思い知らされてい
ます。誰もが誰かに助けられ支えられ生きていま
す。障がいがあるからといって何かをしてもらう
ばかりではありません。健常者だから何かをして
あげるばかりではないと思うのです。私が障がい
を持つ人に育てられたように誰もが信じて頼られ
る存在であることが共生への第一歩なのではない
かと思います。
　今年の夏、父が近所のスーパーで二十五年振り
に店で働いていた障がい者の人とばったり会った
そうです。私が中学の時、無視してしまったあの
人です。店に来るように誘ったところ喜んで来て
くれました。もう還暦なんだよーと話す笑顔はあ
の頃と何も変わっていませんでした。本当に四十
歳位にしか見えず得意だったロボットの絵を沢山
描いてお土産にと渡してくれました。あの時はご
めんなさいと何度も言おうと思ったのですが言い
出せずに、でも多分そんな事気にしてないよーと
いつもと同じ笑顔で言ってくれる気がしました。
私の子どもたちと楽しく話しているのを見て、あ
の、忘れられなかった苦しい想いが少しずつ溶け
て、何か優しい物が心に入っていくようでした。
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　私は多分障がい者の人と見近に生きてきたと思
います。娘が障がいを持ったことでより色々な思
いや悩み、苦労も喜びも感じることが出来ました。
そんな私でも、人からの目を気にしたり、自分の
子どもが今よりずっと重い障がいだったら今と同
じ気持ちで生きていけるのか…わかりません。で
も、だからこそ障がいのある人や子どもたちから
沢山のことを学び伝えられることがあると思うの
です。
　人を傷つけると、自分の心も傷ついていきます。
人を信じることは簡単ではありませんが、誰かを
信じ、信じられ、助け、助けられ、支え、支え合
えるそんな優しい輪が広がるよう、そんな未来を
信じて笑顔で生きていきたいです。

【高校生・一般部門】◆富山県
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　私には、叶えたい夢、叶えなければいけない夢
があります。それは、美容師になることです。私
は、障がいのある人もない人も、誰もが自分に自
信を持てるきっかけとなる美容師になりたいと
思っています。そのように思ったきっかけは二つ
あります。
　一つ目は、私の兄についてです。三つ年上の兄
は、知的障害があります。千人に一人の確率で生
まれてくると言われているダウン症です。そんな
兄は、昨年二十歳になり少し普段とは違う意識を
持つようになりました。それは、〝かっこよくな
りたい〟という美意識でした。知り合いが経営し
ている美容室に行くと、いつも「この人みたいな
髪型にして。」とわざわざ写真や雑誌を見せて切っ
てもらっています。ですが、全く同じになるわけ
でもなく、いつも同じような髪型で帰ってきます。
本人は、とても満足している様子でしたが、私は
少し違和感を感じました。調べてみると、あるワー
ドが出てきました。それは、「障がい者カット」
という髪型です。聞き慣れない方が多いと思われ
ますが、障がいをもっておられる家庭や障がいに
ついて聞いたことがあると思います。例えば、身
体障がい者に対して、介護をする時に邪魔になる
からと男女関係なくショートカットや坊主にする
人がいます。本人がそうしたいと望んだのなら別
ですが勝手なイメージで本人の気持ちを無視しそ
の髪型になる人もいます。そのような方の髪型を

「障がい者カット」といいます。この髪型にさせ
たくない。本人のなりたい自分になってもらいた
い。キレイになった時の喜びを味わってもらいた
いと強く思いました。
　２つ目は、福祉系高校に通う私が地元の老人
ホームに実習に行った時のことです。私が声を掛
けた利用者の方は、嬉しそうに自分の手を見つめ
ておられました。私は、とても気になり利用者の
方の手元を見ると爪がキラキラとしていました。
「これ、どうしたのですか。」と尋ねると利用者
の方はニコッと笑い言いました。「先日ね、美容
師の方が来てネイルやお化粧をしてくれたのよ。」
と言い、再び嬉しそうに爪を見つめました。また、
別の施設では、美容師の方がボランティアで利用
者の方の髪を切りに来ている様子を見ることがで
きました。普段、自虐的な発言が多い利用者の方
が髪を切り終わった後には笑顔だったのがとても
印象的でした。利用者の方の中には、美容師の方
との会話を楽しみにしていると知りとても魅力を
感じました。性別や年齢、障がいがあるなし関係
なく「笑顔になってほしい」と思ったのがきっか
けでした。
　だからこそ私は、誰もが自分に自信を持つきっ
かけを作るためには、今の環境について知るべき
だと思いました。障がい者の方はどこで髪を切っ
ているのだろうか。私は、ふと疑問を抱き母に相
談しました。すると、とても苦労をしていること
が分かりました。障がい者を受け入れてくれる美
容室や他人の目を気にせず髪を切ることができる
場所、車椅子の障がい者に対する配慮や設備と
いった様々な条件が必要でした。そのような美容
室がなかなか見つからず、自分の家で髪を切ると
いう人もいると知りました。「差別」や「偏見」
とまでは言えないかもしれないがそのような私た
ちの身近な場所で障がい者や家族が受け入れを断
られています。私たちは、キレイになりたいと思
い美容室に通うのに違った不安を抱えながら行く
人がいるということをどれだけの人が知っている
でしょうか。誰だって「キレイになりたい」「かっ
こよくなりたい」と一度は感じるものです。それ
をなかったことにするのはどうでしょうか。自分
に自信を持てなくなると思います。そうなったら、
毎日の生活を心の底から、楽しい、嬉しい、幸せ
などの幸福感は出てくるのでしょうか。そこから
生まれる笑顔は見ることができるでしょうか。
　だから私は、美容師になり不安を抱えている
方々の気持ちを少しでも取り除いていけるような
活動をしていきたいです。そして、美容室を立ち
上げ誰もが安心して通える空間、設備にしたいで
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す。私たちが気づかない所で障がい者の方が日々
の生活を困難としているかもしれません。それを、
私たちが気づき、理解することで少しでもその困
難をなくすことができるかもしれません。だから
私は、これからも障がい者の方と関わりたいです。
そして、少しでも兄や障がい者の方の支えとなる
ような様々な困難を見つけていきます。

※�このほかの入賞作品（佳作）は、内閣府ホームページ（http://
www8.cao.go.jp/shougai/kou-kei/28sakuhinshu/index.html）
でご覧いただけます。
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